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明
け
方
の
神
戸
市
を
襲
っ
た
、
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
揺
れ
。

20
秒
程
の
揺
れ
が
、
人
々
の
日
常
を
、

街
の
様
子
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

　「
ベ
ッ
ド
か
ら
突
き
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
振
動
と
音
で
た
た
き
起
こ
さ

れ
た
後
、
強
烈
な
横
揺
れ
に
襲
わ
れ

ま
し
た
。
出
勤
途
中
、
眼
下
に
広
が

る
炎
と
煙
に
包
ま
れ
た
街
の
光
景
を

前
に
、
胸
の
内
か
ら
こ
み
上
げ
て
く

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
石
堂
さ

ん
。
崩
壊
寸
前
の
ビ
ル
、
壊
れ
た
高

速
道
路
の
橋
桁
、
充
満
す
る
ガ
ス
の

臭
い
。
そ
う
し
た
情
景
は
今
で
も
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
神
戸
市
で
は
、
震
災
の
記
憶
と
経

験
を
伝
え
る
た
め
、
防
災
展
示
室
の

整
備
、
震
災
の
語
り
部
の
全
国
へ
の

派
遣
、
小
学
校
か
ら
の
体
系
的
な
防

災
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
市
民
の
防
災
意
識
は
、
震
災
を

契
機
に
大
き
く
変
化
し
、
食
料
の
備

蓄
や
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
に
取
り

組
む
家
庭
が
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
」

震
災
時
の
経
験
が
あ
っ
て
、
市
民
に

防
災
へ
の
心
構
え
が
根
付
い
て
い
る

と
石
堂
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
震
災
か
ら
20
年
以
上
が

経
過
し
、
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
が

増
え
る
中
で
、
防
災
意
識
が
薄
れ
て

い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

「
今
後
は
、
若
い
世
代
に
震
災
の
教

訓
を
伝
え
、
災
害
を
想
定
し
た
備
え

を
行
う
市
民
を
一
人
で
も
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
防
災
の
啓
発
に

は
継
続
性
と
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
工
夫
が
必
要
で
す
」

　
神
戸
市
の
貴
重
な
教
訓
は
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
な
ど
、
全
国
の
防
災

対
策
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

神
戸
市
職
員
の
方
々
が
復
旧
・
復
興

支
援
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

石
堂
さ
ん
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
時
の
お
礼
と
、
震
災
を
経
験
し
乗

り
越
え
た
都
市
の
使
命
と
し
て
支
援

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
神
戸
市
の
防

災
の
取
り
組
み
が
全
国
の
先
例
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

布類も資源としてリサイ
クル

ごみ減量・分別の豆知識

問家庭ごみ減量課☎214･8229、FAX214･8277

　不要になった衣類などの処分に困ったことは
ありませんか。古着や古布は、地域の集団資源
回収や、一部の市民センターなどに設置してい
る資源回収庫に出すことができます。集まった
布類は、海外で再利用されるほか、工場用の雑
巾などに変身。
　まだ着用できる衣類は、
葛岡・今泉リサイクルプ
ラザでも引き受け、市民
の皆さんに提供し、リユ
ースしています。

知って役立つ！　ワンポイント防災講座

問減災推進課☎214･3109、FAX214･8096

雪への対策はお済みですか？
　寒さが厳しくなり、仙台のまちも雪化粧する季節となり
ました。子供たちは雪に大喜びですが、雪に伴う危険に注
意が必要です。
　雪道や凍った道では、転倒しないよう、長靴やブーツな
ど滑りにくい靴を履きましょう。　
　また、雪かきの時は、屋根から
の落雪によるけがや雪下ろし中の
転落などに気を付けて、作業を行
いましょう。
　ＦＦ式温風暖房機等の給排気筒
が雪でふさがれると、一酸化炭素
中毒の恐れがあるので、給排気筒
周りは確実に除雪しましょう。

▲８月に行われた親子を対象にした体験
型防災啓発プログラム「防災カフェ」の
様子。神戸市では防災に関するイベント
が定期的に開催されています

▲震災直後のＪＲ三ノ宮駅周辺

▲現在のＪＲ三ノ宮駅周辺

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
23
年

　
　
―
震
災
の
記
憶
と
教
訓
を
継
承
す
る

　

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、

多
く
の
方
々
の
命
を
奪
い
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。　

　

震
災
か
ら
23
年
を
迎
え
る
神
戸
市
の

今
に
つ
い
て
、
神
戸
市
危
機
管
理
室
震

災
教
訓
・
発
信
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

石
堂
叶か

な
う

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲「子育て世代や大
学生など、若い人に
経験を伝えていきた
い」と話す石堂さん

●写真提供

‖

神戸市危機管理室


